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	複写機のアニメーションガイドの開発

	●導入期(1994複写機)：

・ユーザーの心理特性(トラブル時、メンテ時の気持ち)とわかりやすさの検討

・検討、制作、決定、移管　の全プロセス、時間配分、マンパワー、開発効率の模索

●展開期(1998以降)：

・導入期に学んだものをベースに、ターゲットユーザー別の表現手法の使い分け

・実装データ形態に対応した制作プロセスの検討

	量産用データ開発・移管 ---　 ROM容量の削減要望によるデータの削減

                       　　 (省略化、廃止、共通化)

	

	・検討事項を分割し短編シミュレーションによるヒアリングで改善策の積上げが可能

→ターゲットユーザーとして職場メンバーで検証

・取説作成グループ(商品企画部)と「どう伝えるべきか」の論議など活性化

・(技術部)開発期間、ROM容量の試算基準化

	・メーカー名：CANON、RICOH、FUJI XEROX、SHARP 


・製品名：複写機従来機種　　　
・システム名:：ガイダンス画面、取扱説明書

	・ユーザーの熟知度と伝え方の比較

・不慣れなユーザーを優先した”丁寧”モードを基本とする方針に設定

・買い換えユーザー、業界標準的な文言の継承

	・依頼元(商品企画部)：・「わかりやすい」　・(通常画面系も含めて)今後の基本とする。

・部品形状や手順の変更に対応可能な日程面に危惧あり。

・移管先(技術部)：・デバッグツールにも利用できる。　・相互の開発効率の向上を要求。

・ユーザー(ディーラー、販売会社、販売店)：　・「わかりやすい」。

・商品を説明・訴求しやすい。ただし直接の購入動機にはならない。

	・基本ストラクチャーを含む“わかりやすさ”の商品特長を提案、実現できたこと、その後の開発の効果や効率のひな型になったことから、成功事例と評価できる。

・課題：　・ハードウェアの試作機でのGUI評価が可能な開発日程の組み立て

・利用頻度を鑑みたときの開発効率の向上

・今後の取り組み：・他カテゴリー展開によるブランドイメージの構築　　　　・UD的展開
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